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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、前記基板上に配置された直接変調レーザーとを含む送信器光学サブアセンブリ
であって、
　単段式アイソレーター、偏光方向回転子、及び光学分波フィルターが、前記基板上に光
伝搬方向に並べて配置され、
　前記偏光方向回転子が、線形偏光した光をＰ偏光した光に調整することが可能であり、
　前記光学分波フィルターが、光学スプリッターサブアセンブリ及びフィルターサブアセ
ンブリを含み、
　前記光学スプリッターサブアセンブリ内の光学スプリッターフィルムが、Ｐ偏光を有す
る光を通過させるように構成された光学スプリッターフィルムである、送信器光学サブア
センブリ。
【請求項２】
　前記偏光方向回転子が半波長板である、請求項１に記載の送信器光学サブアセンブリ。
【請求項３】
　前記偏光方向回転子がファラデー回転平板である、請求項１に記載の送信器光学サブア
センブリ。
【請求項４】
　前記偏光方向回転子及び前記光学分波フィルターが、一体型構造に集積される、請求項
１に記載の送信器光学サブアセンブリ。
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【請求項５】
　コリメーションレンズが、前記直接変調レーザーと前記単段式アイソレーターとの間に
さらに配置された、請求項１から４のいずれか一項に記載の送信器光学サブアセンブリ。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の送信器光学サブアセンブリを含む、光学コンポ
ーネント。
【請求項７】
　請求項６に記載の光学コンポーネントを含む、光学モジュール。
【請求項８】
　受動光学ネットワークシステムであって、
　前記システムが、光学ラインターミナル及び光学ネットワークユニットを含み、
　前記光学ラインターミナルが、受動光学分配ネットワークを用いることによって前記光
学ネットワークユニットに接続され、
　前記光学ラインターミナルが、請求項６に記載の光学コンポーネントを含み、または前
記光学ネットワークユニットが、請求項６に記載の光学コンポーネントを含む、受動光学
ネットワークシステム。
【請求項９】
　請求項６に記載の光学コンポーネントを含む、光学ラインターミナル。
【請求項１０】
　請求項６に記載の光学コンポーネントを含む、光学ネットワークユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は通信分野に関し、特に、送信器光学サブアセンブリ、光学構成要素、光学モジ
ュールおよび受動光学ネットワークシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　１０Ｇ受動光学ネットワーク（Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ，Ｐ
ＯＮ）システムの商業化がなされつつあり、１０Ｇ－ＰＯＮにおける光学コンポーネント
のコストが、産業化に影響を与える重要な因子になっている。レーザーは、光学ライン端
子（Ｏｐｔｉｃａｌ　ｌｉｎｅ　ｔｅｒｍｉｎａｌ，ＯＬＴ）光学コンポーネントにおけ
る双方向光学サブアセンブリ（Ｂｉｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｓｕｂａ
ｓｓｅｍｂｌｙ，ＢＯＳＡ）の重要な構成部分であり、レーザーのコストは、コストの大
部分を占める。技術的に複雑かつ高価な１０Ｇ電子吸収変調レーザー（Ｅｌｅｃｔｒｏ－
ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ　Ｍｏｄｕｌａｔｅｄ　Ｌａｓｅｒ，ＥＭＬ）と比較して、１０Ｇ
直接変調レーザー（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｍｏｄｕｌａｔｅｄ　Ｌａｓｅｒ，ＤＭＬ）は、コス
ト、電力消費、出力光学パワーの点で絶対的な利点を有する。しかし、ＥＭＬと比較する
と、ＤＭＬはより大きなチャープ及びより低い消光比を有し、結果として、送信が１０Ｇ
を超えるレートで実行される場合、分散に比較的高い費用が掛かり、システムの受信機の
感度に損失が生じる。
【０００３】
　近年の実験結果は、ＤＭＬの電力量は、バイアス電流が高く、その他のパラメータ設定
が適切である場合には要求を満たすことができるが、ＤＭＬの消光比は依然として、１０
ギガビットが可能な受動光学ネットワーク（１０　Ｇｉｇａｂｉｔ－Ｃａｐａｂｌｅ　Ｐ
ａｓｓｉｖｅ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ，ＸＧ－ＰＯＮ）の標準的な要求である
８．２ｄＢを下回る。消光比を増大させると、感度を改善することができ、標準により良
好に適合することができる。電力費において、ＤＭＬは光学信号の消光比を増大させるた
めにエタロン（フィルター）とともに協働することができ、ネガティブチャープ補正及び
線幅の狭小化を達成することができる。
【０００４】
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　光学コンポーネントの大きさを低減し、光学構成要素のコストを低減するために、ＴＯ
パッケージング（同軸トランジスタアウトラインパッケージング）が、ＤＭＬの送信器光
学サブアセンブリについて使用される。図１は、ＤＭＬのＴＯパッケージされた送信器光
学サブアセンブリを示している。送信器光学サブアセンブリは、直接変調レーザー、コリ
メーションレンズ、単段式アイソレーター、及び光学分波フィルターを含む。光学分波フ
ィルターは、光学スプリッターサブアセンブリ及びフィルターサブアセンブリを含む。光
学スプリッターサブアセンブリ及びフィルターサブアセンブリは、光学コンポーネントの
大きさを低減するために、一体化構造に集積される。送信器光学サブアセンブリが動作し
ている場合、ＤＭＬは単一偏光でＰ偏光した光を出力し、Ｐ偏光した光が単段式アイソレ
ーターを通過した後は、出力光は４５°回転する。換言すれば、単一偏光した光ではなく
、混合偏光した光であるＰ偏光した光及びＳ偏光した光が出力される。混合偏光した光が
光学分波フィルターに入った後、Ｐ偏光を有する光学スプリッターが使用されると、Ｐ偏
光した光は光学分波フィルターを通過し、Ｓ偏光した光は全て反射され、結果として、全
損失は３ｄＢ増大し、換言すれば、プロセス全体の損失は極めて大きくなる。または、偏
光解消光学スプリッターが使用される場合、偏光は補償される必要があるため、光学スプ
リッターは位相差を有し、光学スプリッターフィルムは非常に厚く、光学分波フィルター
内で反射した光が大きな位相差及び厚い光学スプリッターフィルムを有する光学スプリッ
ターを通過した後、光学分波フィルターによって出力される波長は、大きなオフセットを
有し、出力光は２つのピークを有し、これは波長をロックするためのデバイスには好まし
くない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本出願は、送信器光学サブアセンブリの偏光損失を低減し、出力光学パワーを増大し、
光学コンポーネントが波長ロック機能をより良好に実現することを可能にするために、送
信器光学サブアセンブリ、光学コンポーネント、光学モジュール、および受動光学ネット
ワークシステムを提供する。
【０００６】
　本出願は、送信器光学サブアセンブリを提供し、送信器光学サブアセンブリは、基板と
、基板上に配置された直接変調レーザーとを含む送信器光学サブアセンブリであって、単
段式アイソレーター、偏光方向回転子、及び光学分波フィルターが、基板上に光伝搬方向
に並べて配置され、
【０００７】
　偏光方向回転子が、線形偏光した光をＰ偏光した光に調整することが可能であり、光学
分波フィルターが、光学スプリッターサブアセンブリ及びフィルターサブアセンブリを含
み、光学スプリッターサブアセンブリ内の光学スプリッターフィルムが、Ｐ偏光を有する
光学スプリッターフィルムである。
【０００８】
　前述の実施形態において、偏光方向回転子は、入射した線形偏光した光をＰ偏光した光
に調整し、光学分波フィルター内の光学スプリッターフィルムは、Ｐ偏光を有する光学ス
プリッターフィルムであり、そのため、単一の偏光を有するＰ偏光した光の全てが、いか
なる偏光損失も２つのピークも生じることなく光学分波フィルターを通過することができ
る。このようにして、送信器光学サブアセンブリの出力光学パワーが増大する。
【０００９】
　具体的な実施形態において、偏光方向回転子が半波長板である。
【００１０】
　別の具体的な実施例において、偏光方向回転子がファラデー回転平板である。
【００１１】
　送信器光学サブアセンブリの大きさを低減するために、送信器光学サブアセンブリが同
軸トランジスタアウトラインパッケージングを実現し、コストを低減することができるよ
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うに、偏光方向回転子及び光学分波フィルターが、一体型構造に集積される。
【００１２】
　追加的に、コリメーションレンズが、直接変調レーザーと単段式アイソレーターとの間
にさらに配置される。
【００１３】
　本出願はさらに、前述のいずれか１つに従う送信器光学サブアセンブリを含む光学コン
ポーネントを提供する。送信器光学サブアセンブリ内の偏光方向回転子が入射した線形偏
光した光をＰ偏光した光に調整し、単一の偏光を有するＰ偏光した光の全てが、光学分波
フィルター内の光学スプリッターを通過することができる。このようにして、出力光の偏
光損失または２つのピークが防止され、光学コンポーネントはより良好な波長ロック機能
を実現することができる。
【００１４】
　本出願はさらに、前述の光学コンポーネントを含む光学モジュールを提供する。光学モ
ジュールは、光電変換及びネットワーク信号の伝達を実行するように応答可能である。
【００１５】
　本出願はさらに、受動光学ネットワークシステムを提供し、システムが、光学ラインタ
ーミナル及び光学ネットワークユニットを含み、光学ラインターミナルが、受動光学分配
ネットワークを用いることによって光学ネットワークユニットに接続され、光学ラインタ
ーミナルが前述の光学コンポーネントを含み、または光学ネットワークユニットが前述の
光学コンポーネントを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】従来技術の送信器光学サブアセンブリの簡単な構造図である。
【図２】本出願の実施形態に従う送信器光学サブアセンブリの簡単な構造図である。
【図３】本出願の実施形態に従う受動光学ネットワークシステムの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に、添付する図面を参照して本出願を説明する。
【００１８】
　図２は、送信器光学サブアセンブリを示す。送信器光学サブアセンブリは、基板６０と
、基板６０上に配置された直接変調レーザー１０と、を含み、単段式アイソレーター２０
と、偏光方向回転子５０と、光学分波フィルター３０とは、基板６０上に、光学伝搬方向
に並べて配置される。
【００１９】
　偏光方向回転子５０は、線形偏光した光をＰ偏光した光に調整するように構成される。
さらに、光学分波フィルター３０は、光学スプリッターサブアセンブリ及びフィルターサ
ブアセンブリを含み、光学スプリッターサブアセンブリ内の光学スプリッターフィルムは
、Ｐ偏光を有する光学スプリッターフィルムである。
【００２０】
　前述の実施形態において、偏光方向回転子５０は、入射した線形偏光した光を単一の偏
光を有するＰ偏光した光に調整し、光学分波フィルター３０内の光学スプリッターフィル
ムは、Ｐ偏光を有する光学スプリッターフィルムである。そのため、単一の偏光を有する
Ｐ偏光した光の全ては、いかなる偏光損失も２つのピークも生じることなく、光学分波フ
ィルター３０内の光学スプリッターを通過することができる。このようにして、送信器光
学サブアセンブリの出力光学パワーが増大される。
【００２１】
　送信器光学サブアセンブリの構造及び動作原理は、以下に詳細に説明される。
【００２２】
　図２に示されるように、送信器光学サブアセンブリは基板６０を含み、直接偏光レーザ
ー１０は、基板６０上に配置され、直接変調レーザー１０は、単一偏光を有するＰ偏光し
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た光を放出することができ、単段式アイソレーター２０と、偏光方向回転子５０と、光学
分波フィルター３０と、は基板６０上に光伝搬方向に並べて配置される。コリメーション
レンズ４０がさらに、直接変調レーザー１０と単段式アイソレーター２０との間に配置さ
れ、直接変調レーザー１０から放出された、発散したＰ偏光した光は、コリメーションレ
ンズ１０を通過し、平行なＰ偏光した光になる。コリメーションレンズ４０を通過した後
、Ｐ偏光した光は単段式アイソレーター２０に入る。単一の偏光を有するＰ偏光した光は
、単段式アイソレーター２０によって４５°回転し、４５°線形的に偏光した光になり、
換言すれば、Ｐ偏光した光及びＳ偏光した光になり、これらは単一の偏光した光ではなく
混合偏光した光である。４５°線形的に偏光した光が単段式アイソレーター２０から放出
され、偏光方向回転子５０に入った後、偏光方向回転子５０は、入射した線形的に偏光し
た光をＰ偏光した光に調整する。特定の設定のとき、偏光方向回転子５０は半波長板であ
るかまたはファラデー回転平板でありうる。単一の偏光を有するＰ偏光した光は、偏光方
向回転子５０から放出され、光学分波フィルター３０に入る。光学分波フィルター３０は
光学スプリッターサブアセンブリ及びフィルターサブアセンブリを含み、光学スプリッタ
ーサブアセンブリ内の光学スプリッターフィルムは、Ｐ偏光を有する光学スプリッターフ
ィルムである。したがって、単一の偏光を有するＰ偏光した光の全ては、光学スプリッタ
ーを通過することができる。このようにして、送信器光学サブアセンブリの出力光学パワ
ーが増大し、偏光損失及び２つのピークが光学分波フィルター３０で生じるという従来の
課題が解決される。さらに、光学分波フィルター３０内の光学スプリッターは、Ｐ偏光を
有する光学スプリッターフィルムを使用する。光学スプリッターフィルムのフィルムシス
テムは単純な設計を有し、低コストであり、そのためコストが低減される。光学スプリッ
ターサブアセンブリ及びフィルターサブアセンブリは、一体化構造内に集積され、そのた
め送信器光学サブアセンブリの大きさを低減する。同様に、偏光方向回転子５０及び光学
分波フィルター３０も、一体化構造内に集積されうる。このようにして、ＴＯ（同軸トラ
ンジスタアウトライン）の出力パワーが、狭いＴＯ空間内で最大に達しうる。
【００２３】
　本出願はさらに、前述の送信器光学サブアセンブリを含む光学コンポーネントを提供す
る。送信器光学サブアセンブリは、電気信号を光学信号に変換するように構成される。Ｐ
偏光を有する偏光方向回転子及び、Ｐ偏光を有する光学スプリッターフィルムを有する光
学分波フィルター３０は、送信器光学サブアセンブリ上に配置され、それによって、出力
光学パワーを増大し、光学コンポーネントが波長ロッキング機能をより良好に実現するこ
とができるようにする。さらに、偏光方向回転子５０及び光学分波フィルターは、一体化
構造内に集積され、それによって、同軸トランジスタアウトラインパッケージングを実現
するために送信器光学サブアセンブリの大きさを低減し、コストを低減する。光学コンポ
ーネントはさらに、光学信号を受信し、光学信号を電気信号に変換するように構成された
受信器光学サブアセンブリを含む。送信器光学サブアセンブリ及び受信器光学サブアセン
ブリは、ネットワーク全体の通常の通信のための基礎となる。
【００２４】
　本出願はさらに、光学モジュールを提供する。光学モジュールは、前述の光学コンポー
ネントを含み、さらに、モジュラー回路基板を含む。光学モジュールは、光電変換及びネ
ットワーク信号への送信を実行する働きをする。
【００２５】
　本出願はさらに、受動光学ネットワークシステムを提供する。図３に示されるように、
受動光学ネットワークシステムは、少なくとも１つの光学ラインターミナル（Ｏｐｉｔｉ
ｃａｌ　Ｌｉｎｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ，ＯＬＴ）７１と、複数の光学ネットワークユニッ
ト（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｕｎｉｔ，ＯＮＵ）７２と、１つの受動光学分配
ネットワーク（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｎｅｔｗｏｒｋ，ＯＤＮ）
７３と、を含む。光学ラインターミナル７１は、受動光学分配ネットワーク７３を使用す
ることによって、１点から複数点への方式で、複数の光学ネットワークユニット７２に接
続される。ＴＤＭメカニズム、ＷＤＭメカニズムまたはハイブリッドＴＤＭ／ＷＤＭメカ
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ニズムが、光学ラインターミナル７１と光学ネットワークユニット７２との間の通信に使
用されうる。光学ラインターミナル７１から光学ネットワークユニット７２への方向は、
ダウンストリーム方向として定義され、光学ネットワークユニット７２から光学ラインタ
ーミナル７１への方向はアップストリーム方向として定義される。
【００２６】
　受動光学ネットワークシステムは、光学ラインターミナル７１と光学ネットワークユニ
ット７２との間のデータを、いかなる能動デバイスの必要もなく分配するための通信ネッ
トワークでありうる。具体的な実施形態において、光学ラインターミナル７１と光学ネッ
トワークユニット７２との間のデータは、受動光学分布ネットワーク７３内の受動光学コ
ンポーネント（例えば光学スプリッター）によって分配されうる。受動光学ネットワーク
システムは、ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．９８３規格で定義された非対称送信モード受動光学ネット
ワーク（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ　Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｏ
ｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ，ＡＴＭ　ＰＯＮ）システムもしくはブロードバンド受動
光学ネットワーク（Ｂｒｏａｄｂａｎｄ　Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ，ＢＰＯＮ）システム、ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．９８４シリーズ規格で定義されたギガビッ
ト可能受動光学ネットワーク（Ｇｉｇａｂｉｔ－ｃａｐａｂｌｅ　Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｏｐ
ｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ，ＧＰＯＮ）システム、イーサネット受動光学ネットワーク
（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ　Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ，ＥＰＯＮ）シ
ステム、波長分割多重化受動光学ネットワーク（Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ　Ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ，Ｗ
ＤＭ　ＰＯＮ）システム、またはＩＥＥＥ８０２．３ａｈ規格で定義された次世代アクセ
ス受動光学ネットワークシステム（Ｎｅｘｔ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐ
ａｓｓｉｖｅ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　ｓｙｓｔｅｍ，ＮＧＡ　ＰＯＮ　ｓｙ
ｓｔｅｍ、例えばＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．９８７シリーズ規格で定義されたＸＧＰＯＮシステム
、ＩＥＥＥ８０２．３ａｖ規格で定義された１０Ｇ－ＥＰＯＮシステム、もしくはハイブ
リッドＴＤＭ／ＷＤＭ　ＰＯＮシステム）でありうる。前述の規格で定義された様々な受
動光学ネットワークシステムの全ての内容は、参照によりその全体が本明細書に組み込ま
れている。
【００２７】
　光学ラインターミナル７１は通常、中心地（例えば中央事業所（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｏｆ
ｆｉｃｅ，ＣＯ））に配置され、複数の光学ネットワークユニット７２の全てを管理する
ことができる。光学ラインターミナル７１は、光学ネットワークユニット７２と上層ネッ
トワーク（図示されない）との間の媒介として働き、上層ネットワークから受け取ったデ
ータをダウンストリームデータとして光学ネットワーク７２に送り、光学ネットワークユ
ニット７２から受け取ったアップストリームデータを上層ネットワークに送りうる。光学
ラインターミナル７１の具体的な構造的構成は、受動光学ネットワークシステムの具体的
な種類とともに変更しうる。ある実施形態において、光学ラインターミナル７１は、第１
の光学コンポーネント８１及びデータ処理モジュール（図示されない）を含む。第１の光
学コンポーネント８１は、データ処理モジュールによって処理されたダウンストリームデ
ータを、ダウンストリーム光学信号に変換し、受動光学分配ネットワーク７３を用いるこ
とによって、ダウンストリーム光学信号を光学ネットワークユニット７２に送り、受動光
学分配ネットワーク７３を用いることによって光学ネットワークユニット７２によって送
られたアップストリーム光学信号を受信し、アップストリーム光学信号を電気信号に変換
し、処理のために、電気信号をデータ処理モジュールに提供しうる。
【００２８】
　光学ネットワークユニット７２は、分配されて消費者側（例えば、加入者宅内）の場所
に配置されうる。光学ネットワークユニット７２は、光学ラインターミナル７１と消費者
との間の通信をするように構成されたネットワークデバイスでありうる。具体的に、光学
ネットワークユニット７２は、光学ラインターミナル７１と消費者との間の媒体として働
きうる。例えば、光学ネットワークユニット７２は、光学ラインターミナル７１から受け
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取ったダウンストリームデータを消費者に送り、消費者からアップストリームデータとし
て受け取ったデータを光学ラインターミナル７１に送りうる。光学ネットワークユニット
７２の具体的な構造的構成は、受動光学ネットワークシステムの具体的な種類によって変
化しうる。ある実施形態において、光学ネットワークユニット７２は、第２の光学コンポ
ーネント８２を含む。第２の光学コンポーネント８２は、受動光学分配ネットワーク７３
を用いることによって、光学ラインターミナル７１によって送られたダウンストリームデ
ータを受け取り、受動光学分配ネットワーク７３を用いることによって、アップストリー
ムデータ信号を光学ラインターミナル７１に送るように構成される。本出願において、光
学ネットワークユニット７２の構造は、光学ネットワークターミナル（Ｏｐｔｉｃａｌ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ，ＯＮＴ）の構造と類似していることは理解すべきで
ある。そのため、本出願において提供された解決手段において、光学ネットワークユニッ
ト及び光学ネットワークターミナルは相互に交換可能である。
【００２９】
　受動光学分配ネットワーク７３はデータ分配システムでありえ、光ファイバー、光学結
合器、光学マルチプレクサ／デマルチプレクサ、光学スプリッター及び／またはその他の
デバイスを含みうる。ある実施形態において、光ファイバー、光学結合器、光学マルチプ
レクサ／デマルチプレクサ、光学スプリッター及び／またはその他のデバイスはそれぞれ
、受動光学コンポーネントでありうる。具体的に、光ファイバー、光学結合器、光学マル
チプレクサ／デマルチプレクサ、光学スプリッター及び／またはその他のデバイスはそれ
ぞれ、電源のサポートを必要とせずに、光学ラインターミナル７１と光学ネットワークユ
ニット７２との間のデータ信号を分配するためのデバイスでありうる。さらに、別の実施
形態において、受動光学分配ネットワーク７３はさらに、１つまたは複数の処理デバイス
、例えば光学増幅器またはリレーデバイスを含みうる。図１に示されたブランチ構造にお
いて、受動光学分配ネットワーク７３は、具体的には光学ラインターミナル７１から複数
の光学ネットワークユニット７２へ延在してもよく、またはその他任意の点から複数点へ
の構造として構成されうる。
【００３０】
　第１の光学構成要素８１または第２の光学構成要素８２は、光学信号送信及び受信機能
、光電変換機能、及び光学時間領域反射率（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｔｉｍｅ　Ｄｏｍａｉｎ　
Ｒｅｆｌｅｃｔｏｍｅｔｅｒ，ＯＴＤＲ）試験機能を有する着脱可能な光学受信器及び送
信器サブアセンブリでありうる。例えば、光学ラインターミナル７１内の第１の光学コン
ポーネント８１は、送信器光学サブアセンブリ、受信器光学サブアセンブリ、及びＯＴＤ
Ｒ試験サブアセンブリを含む。送信器光学サブアセンブリは、受動光学分配ネットワーク
７３を用いることによってダウンストリームデータ信号を光学ネットワークユニット７２
に送達し、ファイバー光学ネットワークおよびＰＯＮデバイスが検出される必要がある場
合には、ＯＴＤＲ試験サブアセンブリによって提供されるＯＴＤＲを用いることによって
制御信号を試験し、ＯＴＤＲによって試験された制御信号をダウンストリームデータ信号
に変調し、ダウンストリームデータ信号を受動光学分配ネットワーク７３に出力するよう
に構成される。受信器光学サブアセンブリは、受動光学分配ネットワーク７３によって光
学ネットワークユニット７２から送信されたアップストリームデータ信号を受信し、アッ
プストリームデータ信号を光電変換を介して電気信号に変換し、処理のために、電気信号
を光学ラインターミナル内７１内の制御モジュールまたはデータ処理モジュール（図示さ
れない）に送るように構成される。
【００３１】
　前述の説明から、受動光学ネットワークシステムは、光学ラインターミナル及び光学ネ
ットワークユニットを含み、光学ラインターミナルは、受動光学分配ネットワークを用い
ることによって光学ネットワークユニットに接続され、光学ラインターミナルは光学コン
ポーネントを含み、または光学ネットワークユニットは光学コンポーネントを含む。光学
コンポーネントは、ネットワーク全体の通常の通信の基礎であり、送信器光学サブアセン
ブリは光学コンポーネントの重要な構成部分である。
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【００３２】
　明らかに、当業者は、本出願の思想及び範囲から逸脱することなく、本出願に様々な改
良および変更を行うことができる。本出願は、本出願の以下の特許請求の範囲及びその等
価な技術によって定義される保護範囲内に含まれる本出願のこれらの改良および変更をカ
バーすることが意図される。
【符号の説明】
【００３３】
　　１０　直接変調レーザー
　　２０　単段式アイソレーター、
　　３０　光学分波フィルター
　　４０　コリメーションレンズ
　　５０　偏光方向回転子
　　６０　基板
　　７１　光学ラインターミナル
　　７２　光学ネットワークユニット
　　７３　受動光学分配ネットワーク
　　８１　第１の光学コンポーネント
　　８２　第２の光学コンポーネント

【図１】

【図２】

【図３】
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